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 元禄事件の終わった元禄１６年中に書き上げられた「赤穂鐘秀記」（以下

「鐘秀記」という）という記録がある。 

 この書は「赤穂義人録」を残した儒者室鳩巣の下でレポーターをしてい

た、同じ加賀前田家の儒臣で小谷継成（学名谷勉善）という家臣の執筆し

た覚書である。江戸で他の奥村脩運や万里知幾と共同で金沢の室鳩巣に情

報を送っていた一人である。 

 その「鐘秀記」中巻に、上野介が妻（参姫）より、松之廊下事件後「自

殺」を奨められていたという件が示されているのである。 

一
、
上
野
介
奥
方
は
、
故
上
杉
弾

正
大
弼
定
勝
御
息
女
に
て
、
去

年
上
野
介
於
営
中
に
喧
嘩
の
首

尾
不
宜
候
段
を
被
聞
傅
被
申
候

は
、
結
構
成
上
意
に
て
御
存
命

は
目
出
度
候
得
共
、
迚
内
匠
頭

家
来
中
鬱
憤
を
挟
み
可
罷
有
候

間
、
子
共
を
不
便
に
思
召
候

は
ゞ
、
御
自
殺
可
然
旨
、
達
て
奥

方
諫
言
候
得
共
、
承
引
無
之
、
却

て
立
腹
故
、
不
和
に
成
被
申
夫

よ
り
奥
方
は
上
杉
家
え
去
年
よ

り
被
引
越
、
其
後
終
に
對
面
無

之
由
の
事

（
史
料
Ａ
）

 この、妻が自分の夫に自殺を奨めていたという事は、元禄事件解明に大いに

重要な事なので、吉良上野介に関心のある方々のためにも解説をしてみたい。 
先ず、この残された覚書によると参姫曰く

「上杉家の残された子供たちや家族を思うならば、自殺をして下さい」

と言ったというのである。

これに対して、上野介は大変立腹して、夫婦の間は不和になり参姫は実家の

上杉家に引っ越してしまったというのである。

 この自殺進言の一件から推察できることは、次の通りである。

（一）に、参姫が自殺を奨めたということは、松之廊下事件の判決が余りにも

偏った判決で、そのことは、参姫にも判断が出来たということにつきる。そ

の為、義を重んじ上杉謙信の武士魂を継ぐ家柄として上野介だけが生き残っ

ていることの、片落ちの判決が、参姫に伸し掛かってきていたと推測される。 
（二）に、その上参姫にとって自分の兄（上杉綱勝）まで、上野介に殺害され

た過去があったこと。

（三）更に、日頃上野介の性格（悪さ）が、高家として余りにひどく、耐えら

れないこと。

 参姫のこの一件を知れば、松之廊下事件後、いかに、元禄事件の推移が不条

理に進んでいったかが判然する。

 現代の元禄事件を執筆している作家たち、評論家、テレビ解説者たちは、こ

うした奥深い史料など知るよしもなく、只々ドラマや素人研究者が執筆した三

流本を見ながら解説をして世に黴菌を撒き散らしているのが現状である。

 とにかく、吉良上野介という男は、一級史料の上からも、ドラマ以上の大悪

人であることを国民は知るべきである。

自殺話 
吉良上野介は自分の妻より 

自殺を奨められていた 
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西尾市長様、お答えがございませんが

私共「忠臣蔵倶楽部」は、東京都より認可を受けているＮＰ

Ｏ法人の忠臣蔵の研究団体でございます。会報や配布物に有

りもしない「事」を書きたて、歴史を改竄しようとする団体

ではございません。史学を中心とした団体で。片寄った団体 

ではないと負しております。 

これまで年に一度、６月頃私共会報において４～５回、吉良上野介の悪行の一

部を発表して参りました。しかし、西尾市並びに旧吉良町の方々より何のお答

えも頂けませんでした。そのことは「相手にしない方が良い」という方策でし

ょうか。それとも反論できる方がおられないのでしょうか。「吉良名君」の証拠

が見つからないのでしょうか。 

我々団体としては、一日も早く「吉良名君」の証しを知りたいのです。そうす

れば反目することもなく平和に過ごせると思うのです。 

その、「吉良上野介はドラマ以上の悪人」説の忠臣蔵倶楽部印刷物での発表に、

これまで、文部科学省からも東京都からもお叱りや注意も受けておりません。

余りにもひどい有りもしない中傷を書きたてているのでしたら、先ず、認可先

の東京都より注意を受けるはずですが、何の連絡もございません。ということ

は、歴史には「いろいろな説」があるからと、目こぼしいただいているのでし

ょうか。いやいや、この「元禄赤穂事件」は「説」等は少ないのです。「説」等

というものは、１００に２つもあれば良いのであって、「説」等とほのめかす方

は、自分の勉強不足でわからない部分を説に切り替えているのです。 

以前から思っていた「事」ですが、一度「吉良上野介」が「名君」か「悪人」

かを現代の裁判所で裁いていただきたいと考えておりました。どうです、西尾

市の市長様、俎上にのせて見ませんか。注目をあびておもしろいと思いますよ。

当然、西尾市は敗訴することでしょう。でも、心配いりません。以後は「極悪

人」で世に喧伝して売り込めば観光客は減りません。 

中島康夫 

裏	
 話	
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甚七とは誰のことでございましょうか

「
江
赤
見
聞
記
」
の
一
部
考
察 

中
島
康
夫 

  

元
禄
赤
穂
事
件
研
究
の
専
門
史
料
の
内
、「
江
赤
見
聞
記
」

（
以
下
「
江
赤
」
と
い
う
）
と
い
え
ば
、
絶
対
必
需
史
料
で

あ
る
。
こ
の
「
江
赤
」（
第
六
編
）
ま
で
は
、「
三
次
分
家
済

美
録
」
等
の
当
時
の
三
次
家
家
臣
に
よ
る
記
述
に
よ
り
、
編

纂
者
は
、
瑤
泉
院
用
人
落
合
与
左
衛
門
と
判
断
す
る
こ
と
に

異
論
は
な
い
と
思
う
。 

 

唯
、
こ
の
史
料
は
一
級
史
料
で
あ
り
な
が
ら
、
所
々
で
落

合
独
特
に
日
替
、
人
数
替
、
内
容
替
が
見
ら
れ
、
そ
れ
に
気

付
く
研
究
者
は
少
な
い
。
最
初
に
活
字
化
し
た
岡
謙
蔵
で
す

ら
見
抜
け
な
か
っ
た
。 

 

今
回
は
、
そ
の
内
、
第
六
編
の
次
の
文
章
を
考
察
し
て
み

た
い
。 

  

「
十
二
月
十
四
日
の
晩
方
、
近
松
勘
六
家
来
甚
七
と
云
う

者
、
内
蔵
助
よ
り
飛
脚
に
罷
り
成
り
、
瑤
泉
院
様
御
家
来
落

合
与
左
衛
門
方
へ
罷
り
越
す
。
是
は
今
宵
打
ち
込
み
の
由
、

こ
れ
に
よ
り
金
銀
相
払
い
何
角
の
諸
帳
差
し
越
す
。
尤
も
瑤

泉
院
様
御
金
千
両
の
内
、
七
百
両
は
返
上
、
残
り
三
百
両
、

此
度
の
入
用
の
た
め
拝
領
仕
り
、
何
角
支
払
い
、
七
両
内
蔵

助
金
子
出
し
候
由
、
算
用
帳
共
差
し
越
し
、
そ
の
外
書
付
共

残
ら
ず
差
し
上
る
」（
史
料
Ａ
） 

 
 

 

も
し
、
史
料
Ａ
の
内
容
の
異
変
に
気
付
か
な
い
研
究
者
が

い
る
と
し
た
ら
、
少
な
く
と
も
「
甚
七
」
な
る
人
物
の
説
明

ぐ
ら
い
は
し
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。 

 

そ
こ
で
、
右
の
史
料
Ａ
に
対
し
て
左
の
（
史
料
Ｂ
）
を
提

示
す
る
の
で
目
を
通
し
て
も
ら
い
た
い
。 

  

「
瑤
泉
院
附
落
合
与
左
衛
門
覚
書 

 

前
田
市
右
衛
門
亮
正
、
大
石
内
蔵
助
良
雄
之
行
実
を
書
記

し
、
後
世
迄
も
残
置
度
所
存
ニ
而
予
が
見
聞
之
慥
成
事
あ
ら

ば
爰
に
書
付
よ
と
所
望
ニ
依
如
左
。 

一
内
蔵
助
良
雄
忠
志
之
輩
申
合
、
上
野
介
殿
宅
江
夜
討
之
前

呼
、
十
二
月
十
三
日
予
が
方
江
挟
箱
程
成
箱
一
つ
油
紙
ニ

而
包
、
指
札
ヲ
附
京
都
よ
り
来
候
由
ニ
て
町
飛
脚
之
者
旅

装
束
に
て
持
参
、
伏
見
屋
五
兵
衛
ト
宛
所
ニ
而
、
右
之
荷

物
請
取
手
形
を
呉
よ
と
申
候
ニ
付
請
取
申
候
手
形
遣
也
、

開
見
候
へ
ば
十
一
月
廿
九
日
之
書
状
有
、
赤
穂
引
渡
始
中

終
之
次
第
城
付
之
米
金
銀
諸
道
具
払
候
代
銀
之
請
取
等

也
、
委
細
ハ
帳
面
有
、
家
中
諸
士
末
々
迄
遣
候
金
子
之
残

り
六
百
九
十
両
余
之
分
、
離
散
之
時
分
持
退
両
年
内
一
味

同
心
之
者
共
へ
要
用
ニ
遣
金
七
両
不
足
ニ
付
、
自
分
金
子

相
払
候
趣
之
帳
面
有
之
、
右
之
通
瑤
泉
院
殿
・
浅
野
大
学

殿
に
も
委
細
申
達
候
、 

一
上
野
介
殿
宅
江
討
込
候
て
事
済
申
候
以
後
、
十
二
月
九
日

之
日
付
ニ
而
自
筆
之
書
状
到
来
、
上
野
介
殿
江
討
込
候
忠

士
之
家
名
又
者
一
味
之
輩
、
変
心
之
輩
ノ
書
状
共
継
立
夜

討
之
場
所
ニ
残
置
候
書
付
之
写
等
も
来
候
、
右
之
油
紙
包

の
箱
京
都
よ
り
来
候
迄
予
も
存
候
所
、
十
五
日
朝
上
野
介

殿
御
仕
合
承
候
而
、
扨
は
右
持
参
之
者
ハ
作
り
飛
脚
か
と

存
当
り
候
、
扨
其
後
町
飛
脚
に
成
来
候
者
ハ
、
何
者
か
と

聞
候
ハ
近
松
勘
六
家
来
甚
三
郎
ト
申
者
之
由
、
此
甚
三
郎

事
勘
六
に
附
添
、
夜
討
之
場
迄
奉
公
勤
申
候
者
之
由
也
、 

一
於
高
野
山
悉
地
院
に
ハ
華
嶽
院
殿
・
台
雲
院
殿
・
久
岳
院

殿
。
高
光
院
殿
・
景
永
院
殿
・
戒
珠
院
殿
・
冷
光
院
殿
之

日
牌
料
備
置
、
悉
地
院
之
証
文
も
有
之
、 

一
於
赤
穂
、
花
嶽
寺
・
大
連
蓮
寺
・
高
光
院
三
ツ
寺
に
も
田

地
寄
附
之
書
付
等
も
委
細
有
之
、 

一
京
都
紫
野
大
徳
寺
中
端
光
院
に
冷
光
院
殿
御
位
牌
・
御
石

塔
を
建
為
祠
堂
金
百
両
を
以
、
西
加
茂
河
上
村
丸
山
一
ヶ

所
相
調
永
不
断
絶
様
附
置
候
、
右
山
之
証
文
も
有
之
候
、

始
中
終
残
所
も
無
之
仕
形
、
寔
に
尋
常
の
人
に
非
す
、
英

雄
の
義
士
と
謂
う
つ
べ
し
、
関
心
の
至
り
爰
ニ
筆
記 

畢 

 
 
 
 

于
時
宝
永
五
戌
子
歳
正
月
日 

 

浅
野
土
佐
守
家
臣 

瑤
泉
院
守
役 

落
合
与
左
衛
門 

勝
信 

 

花
押
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
史
料
Ｂ
） 

 
 
 
 
 

 
 

以
上
、
資
料
Ｂ
は
中
央
義
士
会
の
会
報
よ
り
の
出
典
で
は

あ
る
が
、
こ
れ
を
残
し
た
の
が
浅
野
長
恒
の
家
臣
で
、
前
田

市
右
衛
門
と
い
う
者
で
あ
る
。 

 

そ
し
て
、
こ
の
市
右
衛
門
は
、
元
禄
事
件
の
起
こ
っ
た
元

禄
・
宝
永
年
間
に
生
存
し
て
い
た
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
。
更

に
、
赤
穂
義
士
史
料
に
も
市
右
衛
門
の
書
状
が
何
通
か
残
っ

て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
偽
書
と
は
思
え
な
い
。 

 

宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
市
右
衛
門
が
落
合
与
左
衛
門
と

会
っ
た
時
に
、
自
ら
の
手
記
「
亮
正
記
」
に
、
加
筆
を
懇
願

し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
俗
に
い
う
「
落
合
与
左
衛
門
覚
書
」

で
あ
る
。
他
資
料
と
付
き
合
わ
せ
れ
ば
、
こ
れ
程
確
か
な
る

資
料
は
他
に
は
な
い
と
断
言
で
き
る
。 

 

こ
こ
で
少
し
、
資
料
Ａ
と
資
料
Ｂ
を
比
較
し
て
み
る
と
、

資
料
Ｂ
の
方
が
全
て
の
専
門
史
料
と
も
合
致
す
る
し
、
市
販
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落合与左衛門覚書という史料がございます

さ
れ
て
い
る
義
士
本
の
虚
偽
を
あ
ば
く
こ
と
に
も
な
る
と

思
う
。 

 

資
料
Ａ
と
資
料
Ｂ
は
、
ど
ち
ら
も
落
合
が
記
し
た
史
料
で

は
あ
る
が
、「
江
赤
」
に
は
編
集
し
て
い
る
部
分
が
多
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。 

 

な
ぜ
、
十
六
品
目
を
運
ん
だ
の
が
甚
七
な
の
か
。 

 

な
ぜ
、
討
入
り
費
用
が
三
百
両
な
の
か
。 

 

い
う
な
れ
ば
、
資
料
Ａ
の
文
書
を
鵜
呑
み
に
は
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

落
合
が
何
の
た
め
に
編
集
し
て
い
る
か
は
、
現
段
階
で
は

計
り
知
れ
な
い
が
、
実
際
に
「
甚
七
」
な
る
人
物
は
事
件
に

関
係
な
い
。
落
合
が
生
み
出
し
た
架
空
の
人
物
で
あ
る
。 

 

従
っ
て
、
資
料
Ａ
も
一
行
一
行
文
章
を
確
認
し
な
が
ら
考

察
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 

 

し
か
し
、
落
合
は
、
宝
永
五
年
に
は
真
実
を
述
べ
て
い
る
。

瑤
泉
院
持
参
金
の
総
額
が
千
両
で
あ
っ
た
こ
と
。
三
百
両
と

い
う
数
字
は
、
未
回
収
金
額
で
あ
る
こ
と
。
十
六
品
目
が
落

合
ま
で
運
ば
れ
た
の
が
、
十
二
月
十
三
日
で
あ
る
こ
と
。
運

ん
だ
の
は
甚
三
郎
一
人
で
あ
っ
た
こ
と
。
内
蔵
助
の
十
一
月

二
十
九
日
の
書
状
も
十
二
月
十
三
日
に
落
合
ま
で
届
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
。
瑤
泉
院
の
み
な
ら
ず
、
広
島
の
浅
野
大
学

に
も
使
者
が
走
っ
て
い
た
こ
と
。
以
上
の
こ
と
は
、
寺
坂
吉

右
衛
門
が
何
の
た
め
に
上
方
へ
走
っ
た
か
、
こ
の
資
料
Ｂ
で

氷
解
す
る
と
思
う
。
ま
た
、
内
蔵
助
の
十
二
月
十
九
日
の
書

状
は
存
在
し
な
い
こ
と
。
右
に
挙
げ
た
真
実
で
ど
れ
程
の
元

禄
事
件
の
謎
が
解
決
す
る
か
計
り
知
れ
な
い
。 

 

更
に
、
滋
賀
県
野
洲
市
に
は
、
甚
三
郎
の
実
家
が
あ
り
、

十
六
品
目
を
運
ん
だ
挟
箱
も
現
存
す
る
。
こ
こ
に
至
り
「
何

を
か
言
わ
ん
や
」
で
あ
る
。 

 

                              

           

寄附金のお願い 
 
ＮＰＯ法人忠臣蔵倶楽部は、忠臣蔵史実の普及を目指して、非営利活動法人として創設さ

れました。皆様の会費並びに寄附金によって運営されております。 
昨今の忠臣蔵への関心度が低くなり、若い人達の中には、大石内蔵助の名前さえ知らない

方々もいます。また、フェイクニュースによって、忠臣蔵の史実がゆがめられ、拡散され

る事態も生じております。 
皆様の寄附によって少しでも、史実の普及を目指していきたいと思います。 
寄附いただける方は、下記へご連絡下さい。または、郵便局から青色の払込取扱票で寄附

金をお送り下さい。 
連絡先 ０８０－８９０８－１６３３  ＦＡＸ ０３－３６３０－１９２７ 
    メール chuogishikai@tokyo.email.ne.jp 
送金先 非営利活動法人 忠臣蔵倶楽部 ００１９０－０－３４６０３８ 

旗
本
天
野
弥
五
右
衛
門
の
御
子
孫
を
探
し
て
お

り
ま
す
。 

元
禄
の
大
久
保
彦
左
衛
門
・
天
野
弥
五
右
衛
門
は
元
禄
赤

穂
事
件
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
人
物
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

忠
臣
蔵
倶
楽
部
で
は
見
て
お
り
ま
す
。 

ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。 

〇
八
〇
―
八
九
〇
八
―
一
六
三
三
ま
で
ご
一
報
下
さ
い
。 

浅
野
内
匠
頭
の
母
堂
八
姫
の
お
墓
を
探
し
て
お

り
ま
す
。 

八
姫
の
お
墓
は
戦
前
ま
で
は
、小
石
川
の
無
量
院
に
あ
り

ま
し
た
が
、
無
量
院
が
爆
撃
を
受
け
、
廃
寺
に
な
り
、
そ

の
後
、
行
方
知
れ
ず
に
な
り
ま
し
た
。 

戒
名
は
、
戒
珠
院
理
菴
栄
知
大
姉
で
す
。 

〇
八
〇
―
八
九
〇
八
―
一
六
三
三
ま
で
ご
一
報
下
さ
い
。 

近
年
の
歴
史
番
組
の
良
い
と
こ
ろ 

今
か
ら
十
年
以
前
の
テ
レ
ビ
歴
史
番
組
の
解
説
者
は
、作

家
が
殆
ど
で
し
た
。近
年
は
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
も
気
付
い

た
の
か
、
学
者
の
出
演
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
事
は

真
実
を
探
る
意
味
か
ら
も
大
変
良
い
傾
向
で
す
。 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
忠
臣
蔵
倶
楽
部
で
は
、
月
に
一
度

（
新
橋
で
）
忠
臣
蔵
勉
強
会
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。 

あ
な
た
様
の
お
考
え
も
伺
わ
せ
て
下
さ
い
。ど
こ
に
も
な

い
強
烈
な
史
料
で
勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か
。作
り
話
よ
り

真
実
の
方
が
何
倍
も
面
白
い
で
す
よ
。 
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現代のいじめと忠臣蔵のいじめ

荻原 栄

今年の１月７日付けの埼玉新聞に次の記事が載った。

 元生徒側は「保護者会での学校側の説明が親子を悪人に仕立てる虚偽の内容だった。学校が事実と

異なる説明を繰り返したことが、ネット上で元生徒を誹謗中傷する投稿が激しくなった一番の原因だ」

と訴えている。 －中略－ 元生徒の母親は「書き込みされた誹謗中傷のほとんどは事実ではない。そ

の上、実名までさらされたのは許せる範囲を超えた。匿名なら身元が分からないという安易な考えで

人を中傷し、あらぬうわさを拡散する行為が卑怯で悪質であることを、知ってほしい」と話している。 

 学校を「吉良名君説者」と置き換え、親子・元生徒を「浅野内匠頭」と置き換えると、正にこの文は、

現代の、吉良上野介のいじめ問題を否定する動きと同じになる。

 「吉良名君説側の説明が浅野内匠頭を悪人に仕立てる虚偽の内容だった。吉良名君説者が事実と異

なる説明を繰り返したことが、ネット上で浅野内匠頭を誹謗中傷する投稿が激しくなった一番の原因

だ。書き込みされた誹謗中傷のほとんどが事実ではない。安易な考えで浅野内匠頭を中傷し、あらぬう

わさを拡散する行為が卑怯で悪質であることを、知って欲しい」

 ここで、ネットとしているがネット上だけではなく、テレビや雑誌、本などのメディアとしても同じ

である。

 いじめは学校だけではない。会社など大人の世界でも行われている。いわゆるパワハラである。極端

な場合、いじめられた方はついに進退窮まって、自死してしまう。元禄１４年の江戸城でもいじめは行

われていた。しかし、いじめられた方が、５万石の城主であったことから、忍に絶えず、刀を抜いて切

り付けてしまったのである。

 現代の学校でもいじめの事実を認めようとしないことが、事を大きくしている。同様に、吉良上野介

のいじめの事実を認めない人びとが、吉良上野介名君説を生み、吉良上野介はよい人だったという、復

権の動きになっている。

 吉良名君説を唱える人はよく、吉良上野介が悪者になったのは、歌舞伎の「仮名手本忠臣蔵」によ

り、吉良上野介が悪人に仕立てられたからだ、と言う。しかし、「仮名手本忠臣蔵」は寛延元年（１７

４８年）の初演である。元禄１４年（１７０１年）の３月、４月にはすでに、吉良上野介の性格の悪さ

や横柄なことが、日記や手紙として残されている。また、いじめがあったことも残されている。これら

を読まないか、または意図して読まない人が、逆に、吉良上野介という年寄りが、精神的におかしな浅

野内匠頭によって、いきなり切り付けられ、おまけに、その家来大勢から寄ってたかって殺された被害

者である、と言いだし、吉良上野介は良い人で、討入りはテロだ、と言うのである。これは、テレビに

良く出る有名人も発言しているし、テレビ番組でも史実を知らない方々が、大声でテロだと叫んでい

る。さらに、吉良上野介復権運動などというのも現れた。

 まさに、この新聞記事のようにいじめの事実を知らないと、どんどんいじめられた方が悪人になり、

いじめた方が善人になっていく。過去のことでも、いじめはいじめ、と認識しないと現在のいじめはな

くならないのである。

⑸

元禄赤穂事件はテロではございません
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皆様も論文を書いてみましょう

そ
の
時
︑
そ
の
義
士
達
は
ど
こ
に
い
た
の
か
（
そ
の
四
）

理
事

三
輪
三
郎

内
蔵
助
が
川
崎
平
間
村
の
冨
森
助
右
衛
門
の
寓
居
か
ら

先
着
し
て
い
た
長
男
主
税
の
隠
れ
家
（
日
本
橋
石
町
小
山

屋
）へ
入
っ
た
の
は
元
禄
十
五
年
十
一
月
五
日
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
名
実
共
に
内
蔵
助
統
率
の
も
と
一
挙
に
向

け
て
の
体
制
が
整
っ
て
き
た
。

先
ず
党
中
の
壮
年
を
四
組
に
わ
け
、毎
夜
交
番
で
吉
良
、

上
杉
両
家
の
防
備
か
ら
、
上
野
介
の
所
在
並
び
に
動
静
を

偵
察
す
る
こ
と
と
し
た
。

一
方
内
蔵
助
か
ら
も
こ
れ
ら
を
も
と
に
指
示
、
命
令
が

次
々
に
出
さ
れ
た
。

そ
れ
ら
の
主
な
も
の
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
１
）
第
一
訓
令
（
十
ケ
条
）

こ
れ
は
平
間
村
滞
在
中
（
十
日
間
）
に
同
志
た

ち
に
発
し
た
も
の
で
、
指
揮
系
統
を
明
確
に
し
、

討
ち
入
り
の
準
備
、
心
構
え
を
徹
底
し
た
も
の
で

あ
る
。

例
え
ば
第
二
条
に
は
「
討
ち
入
り
の
服
装
は
黒

小
袖
を
用
い
、
帯
の
結
び
目
は
右
脇
、
褌
は
前
下

が
り
に
し
て
は
ず
れ
な
い
よ
う
に
」な
ど
と
あ
る
。

（
２
）
人
々
心
覚
（
一
六
ケ
条
）

打
ち
込
み
に
つ
い
て
実
に
細
か
い
事
が
し
め
さ

れ
て
い
る
。

第
七
条
に
は
味
方
の
負
傷
者
は
肩
に
か
け
て
も

引
き
揚
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
か
わ
い

そ
う
だ
が
、首
を
落
と
し
て
引
き
揚
げ
る
と
あ
る
。

（
３
）
討
入
起
請
文
（
神
文
）
前
書

前
述
の
第
一
訓
令
に
基
づ
き
。
い
ま
一
度
改
め

て
連
判
を
し
て
、
そ
の
団
結
を
強
固
に
す
る
た
め

の
討
ち
入
り
綱
領
で
あ
る
。

四
ケ
条
か
ら
成
り
、
十
一
月
七
，
八
日
、
堀
部

弥
兵
衛
宅
に
大
石
、
吉
田
ら
幹
部
が
集
ま
っ
て
作

成
し
た
。

（
４
）
討
ち
入
り
口
上
書

討
ち
入
り
趣
意
書
と
も
い
わ
れ
る
。

文
言
に
つ
い
て
は
儒
官

細
井
広
沢
の
意
見
も

聞
く
な
ど
分
か
り
易
く
、
実
に
名
文
で
あ
る
。

将
軍
綱
吉
も
賞
賛
し
た
と
い
う
。

萱
野
三
平
自
害
の
際
の
父
へ
の
遺
言
状
を
参
考

に
し
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

（
５
）
去
年
以
来
志
浅
深
乃
働
乃
次
第

現
代
の
管
理
組
織
に
お
い
て
一
般
に
お
こ
な
わ

れ
て
い
る
勤
務
評
定
を
思
い
出
す
。

そ
の
内
容
は
上
方
衆
に
甘
く
、
江
戸
衆
に
辛
い

と
い
う
見
方
も
あ
る
。

以
上
掲
げ
た
五
項
目
の
う
ち
最
初
の
四
項
目
は
内
蔵
助
、

吉
田
、
原
ら
、
い
わ
ゆ
る
参
謀
格
の
合
議
に
よ
っ
て
作
ら

れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
（
去
年
以
来
志
浅
深
之
働

之
次
第
）
こ
そ
発
想
か
ら
、
推
敲
、
最
後
の
浄
書
ま
で
内

蔵
助
独
り
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
独
作
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

討
ち
入
り
の
決
ま
っ
た
時
点
で
は
秘
密
裏
に
寺
井
玄
渓
、

落
合
与
左
衛
門
、
井
上
団
右
衛
門
に
は
送
ら
れ
て
い
た
。

去
年
以
来
志
浅
深
之
働
之
次
第

①
大
石
内
蔵
助

②
原
惣
右
衛
門

③
吉
田
忠
左
衛
門

④
間
瀬
久
太
夫

⑤
小
野
寺
十
内

⑥
大
石
主
税

⑦
潮
田
又
之
丞

⑧
大
高
源
五

⑨
中
村
勘
助

➉
武
林
唯
七

⑪
近
松
勘
六

⑫
松
村
喜
兵
衛

⑬
松
村
三
太
夫

⑭
間
喜
兵
衛

⑮
間
十
次
郎

⑯
早
水
藤
左
衛
門

⑰
岡
野
金
右
衛
門

⑱
小
野
寺
幸
右
衛
門

⑲
千
馬
三
郎
兵
衛

⑳
岡
島
八
十
右
衛
門

㉑
勝
田
新
左
衛
門

㉒
菅
谷
半
之
亟

㉓
貝
賀
弥
左
衛
門

㉔
矢
頭
右
衛
門
七

㉕
三
村
次
郎
左
衛
門

㉖
堀
部
安
兵
衛

㉗
奥
田
孫
太
夫

㉘
横
川
勘
平

㉙
堀
部
弥
兵
衛

㉚
冨
森
助
右
衛
門

㉛
倉
橋
傳
助

㉜
奥
田
貞
右
衛
門

㉝
礒
貝
十
郎
左
衛
門

㉞
不
破
數
右
衛
門

㉟
矢
田
五
郎
右
衛
門

㊱
赤
埴
源
蔵

㊲
神
崎
與
五
郎

㊳
前
原
伊
助

㊴
大
石
瀬
左
衛
門

㊵
吉
田
澤
右
衛
門

㊶
間
瀬
孫
九
郎

㊷
杉
野
十
平
次

㊸
茅
野
和
助

㊹
片
岡
源
五
右
衛
門

㊺
間
新
六

㊻
木
村
岡
右
衛
門

㊼
寺
坂
吉
右
衛
門

右
は
内
蔵
助
自
筆

こ
の
一
挙
の
た
め
に
用
意
さ
れ
た
公
金
は
六
百
九
十
両

で
あ
っ
た
。
現
在
の
お
金
に
す
る
と
一
両
十
万
円
と
し
て

六
千
九
百
万
円
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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綿屋善右衛門こそ真の義商です
 

内
蔵
助
が
元
禄
十
四
年
五
月
遠
林
寺
で
残
務
整
理
を
行

い
、
手
許
に
残
っ
た
金
が
約
六
〇
〇
両
、
こ
れ
に
瑶
泉
院

の
化
粧
料
を
町
人
に
貸
し
付
け
た
う
ち
取
り
立
て
の
出
来

た
約
九
〇
両
、
合
計
で
六
百
九
十
両
で
あ
る
。
そ
の
年
の

冬
、
内
蔵
助
の
最
初
の
江
戸
下
向
の
と
き
。
麻
布
今
井
町

の
三
次
浅
野
家
下
屋
敷
に
遙
泉
院
に
ご
機
嫌
伺
い
の
際
、

こ
の
お
金
を
一
挙
の
た
め
の
費
用
と
し
て
使
う
こ
と
の
了

解
を
も
ら
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。 

 

そ
の
お
金
も
内
蔵
助
が
こ
の
度
江
戸
入
り
し
た
時
点
で

は
ほ
と
ん
ど
無
く
な
っ
て
お
り
、
同
志
た
ち
の
生
活
も
困

窮
を
き
わ
め
て
い
た
。 

 

吉
田
忠
左
衛
門
が
京
都
の
綿
屋
善
右
衛
門
に
頼
ん
で
一

〇
〇
両
を
送
っ
て
も
ら
っ
た
時
に
は
み
ん
な
が
集
ま
っ
て

あ
っ
と
い
う
間
に
な
く
な
っ
た
と
い
う
。 

 

胴
元
（
ど
う
も
と
）
で
あ
る
内
蔵
助
ら
の
い
た
小
山
屋

で
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。 

 

そ
の
様
子
に
つ
い
て
水
戸
藩
医
原
南
陽
の
記
し
た
「
聴

雨
窓
雑
纂
」
の
一
部
を
現
代
文
に
し
て
み
た
。 

 

「
放
蕩
に
て
夜
遅
く
酔
っ
て
帰
り
、
朝
は
い
つ
ま
で
も

お
き
ず
、
衣
服
か
ら
し
て
貧
乏
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
米

屋
、
薪
屋
の
諸
掛
り
も
仲
々
払
わ
ず
、
座
敷
料
も
滞
り
が

ち
で
あ
っ
た
。 

 

諸
貸
方
も
度
々
そ
の
掛
け
を
取
ろ
う
と
詰
め
か
け
た
が
、

丁
寧
に
断
ら
れ
、言
葉
を
荒
げ
て
も
言
い
訳
を
し
て
謝
り
、

取
れ
ず
じ
ま
い
で
、
帰
っ
て
行
く
有
様
で
あ
っ
た
。 

 

座
敷
も
箒
を
使
っ
た
様
子
も
な
く
、
こ
の
人
達
い
つ
ま

で
浪
人
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
言
っ
て
い
た
そ
ん
な
時
、

赤
穂
義
士
が
主
人
の
仇
を
討
っ
た
と
早
朝
聞
い
た
。 

 

彼
ら
も
赤
穂
浪
人
で
あ
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
そ

の
様
子
を
聞
こ
う
と
思
っ
て
戸
外
か
ら
呼
ん
で
み
た
が
返

事
も
な
か
っ
た
。
い
つ
も
の
よ
う
に
酔
い
つ
ぶ
れ
て
寝
て

い
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
戸
を
開
け
て
入
っ
て
み
る
と
浪
人

の
姿
は
見
ら
れ
ず
、
い
つ
も
と
は
違
い
よ
く
掃
除
し
て
あ

り
、
挟
箱
一
つ
の
外
は
な
ん
に
も
な
か
っ
た
。 

 

不
思
議
に
思
っ
て
中
に
入
っ
て
み
る
と
、
一
〇
〇
両
を

添
え
、
諸
方
の
借
金
を
よ
ろ
し
く
、
大
石
内
蔵
助
と
添
書

き
の
あ
る
一
通
の
書
き
置
き
が
あ
っ
た
。 

 

こ
の
時
あ
の
浪
人
が
内
蔵
助
で
あ
る
こ
と
を
初
め
て
知

っ
た
。」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

十
一
月
内
蔵
助
の
江
戸
入
り
の
時
点
で
は
五
十
五
名
の

同
志
が
そ
れ
ぞ
れ
の
隠
家
に
集
結
し
て
い
た
が
、
そ
の
後

脱
盟
者
が
出
始
め
、
十
二
月
十
一
日
の
毛
利
小
平
太
の
失

踪
に
よ
り
、
遂
に
四
十
七
名
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

  

八
名
の
脱
盟
者
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

（
１
）
小
山
田
庄
左
衛
門 

（
百
石
、
江
戸
定
府
）（
十

一
月
二
日
、 

脱
盟
以
下
同
じ
） 

（
２
）
田
中
貞
次
郎 

（
百
五
十
石
）（
十
一
月
四
日
） 

（
３
）
中
田
理
平
次
（
百
石
）（
十
一
月
二
十
日
） 

（
４
）
中
村
清
右
衛
門
（
百
石
、
江
戸
定
府
）（
十
一

月
二
十
九
日
） 

（
５
）
鈴
田
重
八
（
小
姓
、
三
〇
石
三
人
扶
持
）（
十

一
月
二
十
九
日
） 

（
６
）
瀬
尾
孫
左
衛
門
（
内
蔵
助
家
来
）（
十
二
月
六

日
） 

（
７
）
矢
野
伊
助
（
足
軽 

五
石
二
人
扶
持
）（
十
二

月
六
日
） 

（
８
）
毛
利
小
平
太
（
二
十
石
三
人
扶
持
）（
十
二
月

十
一
日
） 

 
 
 

  

参
考
文
献 

新
大
石
内
蔵
助
の
生
涯 

 
 

中
島
康
夫 

 

赤
穂
義
士
実
纂 

 
 
 
 
 

斎
藤 

茂 

赤
穂
義
士
の
手
紙 

 
 
 
 

片
山
伯
仙 
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臣
蔵 

 
 
 
 
 
 
 
 

山
本
博
文 

 

金
銀
忠
臣
蔵 

 
 
 
 
 
 

中
江
克
己 

元
禄
快
挙
真
相
録 

 
 
 
 

福
本
日
南 

 

 

忠臣蔵の危機 
 毎年暮れには忠臣蔵のドラマが放映されていましたのに、

ドラマは無くなりました。忠臣蔵のイベントにも以前より人が集

まりません。 

現代は、何でも言える時代になり、忠臣蔵（元禄事件）を知

らない方でも、ユーチューブやパソコン上で、忠臣蔵の批判

を繰り返しております。その何もわかっていない方の話しを更

に何もわからない方が信じてしまう、恐ろしい循環の現象が発

生しております。このことが、テレビの視聴率にも影響して、テ

レビ局も忠臣蔵のドラマを作らなくなります。 

正しい元禄事件を知ることが一番求められます。 



 令和 1 年 7 月第 9 号

⑻

高輪さくら祭りは来年もやります

浅
野
内
匠
頭
三
一
九
回
忌
法
要
報
告

中
央
義
士
会
評
議
員

横
山
哲
也

平
成
三
十
一
年
三
月
十
日
、
浅
野
内
匠
頭
三
一
九

回
忌
の
法
要
を
泉
岳
寺
に
お
い
て
催
し
ま
し
た
。

例
年
三
月
十
四
日
が
平
日
の
場
合
、
直
前
の
日
曜
日
に
開

催
し
て
き
ま
し
た
の
で
、
今
年
は
十
日
と
な
り
ま
し
た
。
二

十
七
名
の
方
々
の
参
加
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

午
後
二
時
か
ら
、
泉
岳
寺
本
堂
に
お
い
て
浅
野
内
匠
頭
の

法
要
が
執
り
行
わ
れ
、
卒
塔
婆
が
子
孫
の
方
に
よ
っ
て
お
墓

に
添
え
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
本
堂
横
の
庫
裏
に
お
い
て
例
会
が
行
わ
れ
、
中

島
理
事
長
の
「
吉
良
上
野
介
は
自
分
の
妻
か
ら
自
殺
を
す
す

め
ら
れ
て
い
た
話
」
と
題
し
た
講
演
、
泉
岳
寺
と
そ
の
周
辺

に
つ
い
て
の
変
遷
な
ど
、
た
い
へ
ん
興
味
深
い
話
を
伺
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
懇
親
会
に
入
り
、
ご
子
孫
や
遠
方
か
ら
来
ら
れ
た

方
々
の
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
お
楽
し
み
抽
選
会

で
豪
華
賞
品
な
ど
が
当
た
り
、
今
年
も
盛
会
の
う
ち
に
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。

（
写
真

荻
原
）

第
一
〇
四
回
月
一
勉
強
会

「
泉
岳
寺
周
辺
の
史
跡
を
巡
る
会
」
報
告

中
央
義
士
会
評
議
員

横
山
哲
也

跡
巡
り
に
最
適
な
日
と
な
り
ま
し
た
。

本堂での法要  お焼香中

例会での講演

移動中 桜が満開です
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細川邸は６０年間、年２回清掃してますよ

午
後
二
時
に
旧
細
川
邸
切
腹
地
集
合
、
三
十
名
近
い
方
々

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
中
島
理
事
長
よ
り
挨
拶
、
本
日
の

巡
回
コ
ー
ス
と
切
腹
地
の
説
明
が
あ
り
、
い
よ
い
よ
出
発
で

す
。
ま
ず
は
血
洗
の
池
。
高
松
中
学
校
の
敷
地
内
に
あ
っ
て

通
常
は
入
れ
な
い
た
め
、
特
別
に
許
可
を
い
た
だ
い
て
見
学

で
す
。
か
つ
て
は
池
の
上
の
か
ら
水
が
滝
の
よ
う
に
流
れ
込

ん
で
い
た
と
の
こ
と
。
池
と
切
腹
地
は
若
干
距
離
が
あ
り
、

実
際
に
義
士
た
ち
の
血
を
洗
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
の
よ
う

で
す
。
ま
た
、
池
の
側
に
は
水
野
家
屋
敷
跡
に
あ
っ
た
井
戸

枠
が
移
さ
れ
て
あ
り
ま
し
た
。
こ
ち
ら
も
こ
の
井
戸
の
水
で

赤
穂
義
士
の
遺
体
を
清
め
た
と
の
謂
れ
が
あ
る
よ
う
で
す
。

続
い
て
は
、
泉
岳
寺
塔
頭
の
廣
岳
院
の
外
観
見
学
。「
泉
岳

寺
書
上
」
を
記
し
た
承
天
は
こ
の
お
寺
の
住
職
と
さ
れ
て
い

て
、
そ
の
説
明
等
も
中
島
理
事
長
か
ら
話
が
あ
り
ま
し
た
。

向
か
い
に
は
東
海
大
学
付
属
高
等
学
校
・
中
等
部
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
こ
は
旧
国
昌
寺
跡
で
す
。
泉
岳
寺
の
ち
ょ
う
ど

裏
側
に
あ
た
る
こ
の
寺
は
大
石
頼
母
助
の
菩
提
寺
で
し
た
。

明
治
に
入
っ
て
廃
寺
と
な
り
正
山
寺
と
合
併
、
お
墓
も
移
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
国
昌
寺
に
頼
母
助
の
墓
が
あ
っ
た
よ
う

に
、
本
来
は
君
主
と
家
臣
は
祀
ら
れ
る
お
寺
が
異
な
る
の
が

当
た
り
前
で
、
浅
野
内
匠
頭
と
赤
穂
義
士
の
よ
う
に
同
じ
泉

岳
寺
に
祀
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
異
例
中
の
異
例
の
こ
と
で

あ
っ
て
、
こ
れ
は
こ
の
時
代
の
ゆ
る
み
の
現
れ
で
あ
る
、
と

い
う
中
島
理
事
長
か
ら
の
お
話
も
あ
り
ま
し
た
。

次
に
向
か
っ
た
の
は
等
覚
寺
。
忠
臣
蔵
と
は
関
係
あ
り
ま

せ
ん
が
細
川
邸
の
横
に
三
〇
〇
年
間
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で

外
観
見
学
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
正
山
寺
訪
問
。
先
述
の
国
昌
寺
か
ら
移
さ
れ
た

大
石
頼
母
助
、
そ
の
子
又
三
郎
・
亀
之
助
の
墓
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
近
く
に
は
妙
海
尼
の
ご
子
孫
が
経
営
さ
れ
て
い

る
石
材
店
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
訪
れ
た
の
は
清
久
寺
で
す
。
礒
貝
十
郎
左
衛
門
の

母
の
菩
提
寺
で
、
礒
貝
十
郎
左
衛
門
の
ご
位
牌
が
納
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
ご
住
職
の
ご
厚
意
で
そ
の
ご
位
牌
を
見
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
気
さ
く
な
ご
住
職
の
話
で
は
、
母
親
が
泉

岳
寺
の
戒
名
が
嫌
だ
っ
た
の
か
そ
れ
と
は
異
な
る
戒
名
「
鉄

肝
元
心
居
士
」
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
そ
の
左
に
は

「
菊
園
禅
童
子
」
と
い
う
子
供
の
戒
名
が
あ
り
、
十
郎
左
衛

門
と
吉
良
家
の
女
中
と
の
間
の
子
だ
っ
た
ら
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク

だ
け
ど
、
と
の
こ
と
で
し
た
。

帰
り
の
急
勾
配
の
坂
に
は
応
え
ま
し
た
が
、
午
後
四
時
過

ぎ
に
旧
細
川
邸
切
腹
地
に
戻
り
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
「
桜
ま
つ
り
」
は
来
年
も
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
会

員
の
方
、
ど
う
ぞ
足
を
伸
ば
さ
れ
て
く
だ
さ
い
。

（
写
真

武
類
）

血洗の池

旧細川邸 大石内蔵助ら切腹地跡清久寺前で 全員集合写真
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吉良邸・泉岳寺引揚げコースは来年もやります

第
二
十
四
回
忠
臣
蔵
愛
好
会
報
告

引
き
揚
げ
コ
ー
ス
を
歩
く

平
成
三
十
一
年
一
月
二
十
七
日
に
、
恒
例
の
、
吉
良
邸
跡

か
ら
泉
岳
寺
ま
で
の
赤
穂
義
士
引
揚
げ
コ
ー
ス
を
歩
く
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

お
よ
そ
五
十
名
の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
両
国
駅
に
九
時
十
五
分
に
集
合
、
挨
拶
と
注
意
事
項

の
説
明
の
後
、
九
時
半
か
ら
吉
良
邸
跡
で
中
島
代
表
の
討
入

り
時
の
様
子
の
説
明
が
あ
り
、こ
こ
で
二
つ
の
班
に
分
け
て
、

引
き
揚
げ
コ
ー
ス
に
出
発
。コ
ー
ス
途
中
の
説
明
は
、冨
岡
、

荻
原
の
二
名
が
担
当
し
ま
し
た
。
ま
た
、
到
着
の
泉
岳
寺
と

旧
細
川
邸
切
腹
地
の
説
明
は
中
島
代
表
が
行
い
ま
し
た
。

コ
ー
ス
の
お
お
よ
そ
は
次
の
通
り
。

両
国
橋
―
万
年
橋
―
永
代
橋
―
越
前
堀
児
童
公
園
―
聖
路

加
タ
ワ
ー
（
こ
こ
で
昼
食
）
―
浅
野
家
上
屋
敷
跡
―
築
地
本

願
寺
―
汐
留
橋
―
旧
新
橋
停
車
場
跡
―
日
本
テ
レ
ビ
前
―
金

杉
橋
―
御
田
八
幡
宮
―
泉
岳
寺
―
細
川
家
下
屋
敷
跡
。

最
新
の
研
究
結
果
を
反
映
し
、
ほ
ぼ
赤
穂
義
士
が
歩
い
た

道
に
近
い
ル
ー
ト
を
通
り
ま
し
た
。
午
後
三
時
四
十
分
に
全

員
無
事
に
泉
岳
寺
に
到
着
。
浅
野
内
匠
頭
と
赤
穂
義
士
の
墓

に
詣
で
た
後
、
通
常
は
入
れ
な
い
細
川
家
下
屋
敷
跡
の
、
大

石
内
蔵
助
ら
十
七
名
の
切
腹
地
を
見
学
し
ま
し
た
。こ
こ
は
、

切
腹
位
置
が
特
定
で
き
て
い
る
唯
一
の
場
所
で
、
昭
和
三
十

三
年
に
中
央
義
士
会
が
整
備
し
、
現
在
は
東
京
都
史
蹟
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
引
揚
げ
コ
ー
ス
を
歩
く
前
の
、
一
月
二
十
日

に
恒
例
と
な
っ
て
い
る
細
川
家
下
屋
敷
跡
の
切
腹
地
の
清
掃

を
、
十
一
名
の
有
志
に
よ
り
行
い
ま
し
た
。（
文
・
写
真

荻
原
）

旧細川邸大石らの切腹地の説明

両国吉良邸前

泉岳寺での全員集合写真

切腹地清掃の皆さん（1月20日） 
（後列右から3人目の金子さんが、2月にお亡くなりにな

られました。ご冥福をお祈り致します）
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今年の１２月１４日は神田松之丞様が参りますよ

赤
穂
義
士
討
入
り
満
三
一
六
年
祭
報
告

平
成
三
十
年
十
二
月
十
四
日
（
金
）
は
、
赤
穂
義
士
討
入

り
満
三
一
六
年
目
に
当
た
り
、
泉
岳
寺
に
お
い
て
、
赤
穂
義

士
追
憶
の
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
明
治
四
十
三
年
に
福
本
日

南
翁
が
開
始
し
て
以
来
、
今
回
で
百
八
年
目
の
開
催
と
な
り

ま
す
。

当
日
は
金
曜
日
で
し
た
が
、
八
十
名
を
超
え
る
方
々
の
参

加
が
あ
り
、
会
場
は
大
変
賑
わ
い
ま
し
た
。

午
後
二
時
か
ら
泉
岳
寺
本
堂
に
お
い
て
、
赤
穂
義
士
の
法

要
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
本
堂
横
の
庫
裏
に
お
い
て
、
例
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
中
央
義
士
会
名
誉
会
長
浅
野
長
氏
、
赤
穂
市
文

化
と
み
ど
り
財
団
理
事
岡
島
三
郎
氏
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
今
年
初
登
場
の
、
田
辺
凌
鶴
氏
に
よ
る
講
談
「
赤

垣
源
蔵
徳
利
の
別
れ
」を
じ
っ
く
り
と
語
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
中
島
代
表
の
「
討
入
り
後
、
赤
穂
か
ら
の
墓
参

り
」
の
講
演
が
行
わ
れ
、
御
子
孫
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
お
楽
し
み
抽
選
会
で
豪
華
賞
品
な
ど
が
当
た
り
、
今

年
も
盛
会
裡
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

今
年
も
い
つ
も
の
二
倍
の
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
さ
せ
て
戴
き
、

泉
岳
寺
様
に
御
礼
を
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
ご
不
便
を
お
か

け
し
た
皆
様
に
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
十
二
月
八
日
、
九
日
の
二
日
間
、
両
国
で
元
禄
市

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
中
央
義
士
会
も
例
年
通
り
、
本
販
売
と

「
赤
穂
義
士
何
で
も
相
談
室
」
を
開
き
ま
し
た
。

（
文
・
写
真

荻
原
）

泉岳寺本堂での法要

（お焼香中）

田辺凌鶴氏の熱演

講演の様子両国元禄市の様子

（左側のテントが中央義士会のテント）
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試験結果は、絶対誰にも漏れません

  第７回忠臣蔵通３級検定試験問題 
［申込方法］

・ 解答用紙の請求

検定試験の受験をご希望の方は、住所、氏名、電話番号、ＦＡＸ番号並びに、第７回３級検定試験

申込と記入した用紙を、下記宛てＦＡＸまたは郵送でお送り下さい。ＦＡＸをお持ちの方は、でき

るだけＦＡＸでお願い致します。また、メールでも受け付けております。折り返し解答用紙をお送

り致します。

宛先 〒135-0047 東京都江東区富岡１－１７－１－４０３ 
ＮＰＯ法人 忠臣蔵倶楽部

ＴＥＬ／ＦＡＸ ０３－３６３０－１９２７

メール ｏｆｆｉｃｅ＠ｃｈｕｕｓｈｉｎｇｕｒａ．ｊｐ

・ 受験料と振込先 

３級の受験料は１０００円です。振り込みで受験申込となります。

郵便局の青色の払込取扱票で下記へお振り込みください。お振込み以降に質問にお答えさせていた

だきます。

ＮＰＯ法人 忠臣蔵倶楽部 ００１９０－０－３４６０３８ 

払込取扱票の通信欄に「第７回 3 級試験申し込み」と記入下さい。 
払込料金はご負担をお願いしております。

［解答の送付］ 

解答はＦＡＸで下記へお送りください。郵送の場合は、下記の中央義士会事務局へお送りください。

メールでは受け付けておりませんのでご注意下さい。

ＦＡＸ ０４８－９７３－３７９０ 

郵送宛先 〒343-0032 埼玉県越谷市袋山 ５８－１２ 中央義士会事務局 
・ 提出締め切りは令和元年年９月末です。合否は１１月になってからお知らせ致します。

［注意事項］

・ 合格点は８０点です。２４問以上正解で合格となります。

・ ご自宅で資料を調べて解答していただいて結構です。

・ 試験問題を調べるために、お電話等で各施設へ直接問い合わせることはおやめ下さい。

・ 同じく、会員、受験者同士でも試験のための連絡はおやめ下さい。特に申し上げるのは、連絡しあ

っている方は、同じ答えで間違っているのですぐにわかります。

・ 問題をよく読んで、一言一言理解した上で、解答して下さい。問題を読み間違えないようにお願い

致します。ひっかけ問題も出題されています。

・ 中央義士会の過去の出版物でも誤記はありますので充分確認の上、解答して下さい。

・ 受験料は締め切りの 1 ヶ月前までにお納め下さい。 
・ 最終提出日は、令和元年９月末日です。

 
 

忠臣蔵１１０番 
○講演・探訪会の講師派遣（有料） ○テレビ・ラジオ番組制作協力（有料）

〇忠臣蔵書籍出版 〇忠臣蔵図書の買い取り・販売 等 

携帯 080-8908-1633  メール chuogishikai@tokyo.email.ne.jp 
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⒀

ひっかけ問題もあります。よくよく考えましょう
令和元年６月 

第１問 
あなたの好きな「歴史学者」を１名挙げて下さい。 

 

「                   」 

第２問 

インターネット上やテレビで赤穂義士のことを批判している方を３名挙げて下さい。 

 

① 「                 」 

② 「                 」 

③ 「                 」 

第３問 

作家（小説家）は赤穂義士のことを知った上で執筆しているのでしょうか。一つだけ選んで

ください。 

 

① 充分知っている  ② 調べていない  ③ 思い付きで書いている 

第４問 
徳川綱吉を名君と称える歴史学者がおりますが、あなたはどう思いますか。 

 

① 名君である   ② 精神病である    ③ 歴代最低の暴君である 

第５問 
生類あわれみの令を廃止した将軍はどなたでしょうか。 

 

① 綱吉     ② 家宣     ③ 家光     ④ 吉宗 

第６問 

近年、忠臣蔵を逸脱している外国映画が３本上映されていますがどう思いますか。 

 

① 表現は自由なので、ありです   ② エンターテイメントなのでよしです 

③ 作るのも上映するのも無駄です   ④ 何のため作るのかわからない 

第７問 
元禄赤穂事件は次のどれに当てはまるでしょうか。 

 

① 活劇     ② 悲劇     ③ 人情劇    ④ 家族劇 

第８問 
赤穂義士が、吉良邸から泉岳寺まで引揚げに要した時間は次のどれでしょうか。 

 

①約３時間    ② 約４時間   ③ 約５時間   ④ 約６時間 

第９問 
赤穂義士の引揚げ時に渡らない橋は次のどれでしょうか。 

 

① 両国橋    ② 永代橋    ③ 宇田川橋    ④ 高橋 

第 10問 

テレビの歴史番組を見てどう思いますか。 

 

① スタッフの次元の低さを感じる  ② テレビそのものが低俗なものである 

③ 懸命に作っているのであれでよい ④ 忠臣蔵をわからない方が解説している 
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第 11問 

大石内蔵助の気持ちをお尋ねします。大石内蔵助は初めから次のどれだったでしょうか。 

 

① 討ち入る気持ちはなかった    ② 吉良を討つ気持ちはあった 

③ 仲間に引き込まれた       ④ 仕方なく討ち入った 

第 12問 
元禄赤穂事件と関係のない寺は次のどれでしょうか。 

 

① 正山寺    ② 青松寺    ③ 鏡照院     ④ 本妙寺 

第 13問 

元禄赤穂事件は、忠臣蔵も合わせて今後人気はどのようになっていくでしょうか。 

 

① これからますます人気を得ていく 

② 今後も下降線をたどる 

③ 映画ができるので一層人気が高まる 

第 14問 
あなたの忘れられない「忠臣蔵」映画を挙げて下さい。 

 

「              」 

第 15問 

元禄時代に中野村の壮大な犬小屋は必要だったのでしょうか。 

 

① 犬のため必要だった  ② 全く無益   ③ あれはあれで将軍綱吉の善政であっ

た 

第 16問 
瑤泉院のいつも側に居た方はどなたでしょうか。 

 

① 戸田局    ② 落合与左衛門   ③ 妙海尼   ④ 仙桂尼 

第 17問 
瑤泉院の生まれた町は、現在の地名では次のどれでしょうか。 

 

① 赤穂市    ② 京都     ③ 東京都     ④ 三次市 

第 18問 
赤穂義士の行為をテロという人がおりますが、あなたの考えを聞かせて下さい。 

 

① テロ     ② 殉死     ③ 忠義     ④ 正義 

第 19問 
元禄事件中（２年間）旗本の陰がチラチラします。下記のどなたでしょうか。 

 

① 大久保彦左衛門 ② 仙石伯耆守    ③ 安部式部    ④ 天野弥五右衛門 

第 20問 

どうして３１０年たっても元禄赤穂事件の真実に近づかないのでしょうか。 

 

① エンターテイメントが強すぎるから  

② 人びとの生活に直接関係ないので真剣にならない 

③ 作り事の忠臣蔵が面白いから 

④ いろんな説があると思い込んでいる人が多いから 

第 21問 
政府専用機が新調されました。下記用語のなかから共通するものを選んでください。 

 

① はやかご    ② 飛脚    ③ 千石舟     ④ 中馬制度 

⒁

わからない時は「忠臣蔵１１０番」へ
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第 22問 
細川家下屋敷（大石内蔵助ら切腹地）の敷地はどこにあるでしょうか。 

 

① 都営住宅    ② 高松宮邸  ③ 港区     ④ 高松中学 

第 23問 
元禄１４年、大石内蔵助は何のために江戸へ下ったのでしょうか。一番大事な事を一つ挙

げて下さい。 

第 24問 

次の文章で正しいのはどれでしょうか。 

 

① 松之廊下で梶川與惣兵衛は浅野内匠頭を羽交い締めにして止めた 

② 浅野内匠頭の小さ刀を取り上げたのは、表坊主の関久和である 

③ 梶川與惣兵衛は浅野内匠頭の右手だけを左手で押さえて、自身の右手で小さ刀を取り

上げた 

第 25問 

落合与左衛門（瑤泉院用人）へ元禄１５年１２月１５日討入りの報告をしたのはどなたで

しょうか。 

 

① 寺坂吉右衛門   ② 大石三平   ③ 甚三郎   ④ 佐藤條右衛門 

第 26問 

瑤泉院は討入りをいつ知っていたのでしょうか。（上野介を討つことです） 

 

① 元禄１５年１２月１３日  ② 元禄１５年１２月１４日 

③ 元禄１５年１２月１５日  ④ 元禄１４年１１月１４日 

第 27問 

赤穂浅野家の学問を一手に引き受け、全藩士の勉学を教育してきた学頭はどなたでしょう

か。 

 

① 山鹿素行    ② 近藤源八   ③ 安井彦右衛門  ④ 菅谷半之丞 

第 28問 

討入り後、寺坂吉右衛門は上方へ急走しますが、最初に着いた所（目指した人）はどこでし

ょうか。 

 

① 亀山の自分の妻      ② 広島の浅野大学 

③ 京都の寺井玄渓      ④ 京都の綿屋善右衛門 

第 29問 
討入りの公金（６９０両）の他、大石内蔵助は個人的に所有していたお金はいくらだったで

しょうか。 

① ４４０両    ② ３４０両   ③ ２４０両    ④ １４０両 

第 30問 

琴の爪で有名な赤穂義士は下記のどなたでしょうか。 

 

①岡野金右衛門   ② 木村岡右衛門   ③ 片岡源五右衛門  ④ 礒貝十郎左衛

門 

 
 
 

⒂

史実はドラマよりもおもしろいですよ
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⒃

当会は思想的「右」「左」はございません




